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付和雷同と独立独歩 
     校長 児玉 大祐 

子供たちの教育に対する価値観は多様で、人の数だけ様々な考え方が存在します。 

イソップ童話に、ロバを売りに行く親子の話があります。 

父親と息子が、飼っていたロバを売りに行くため、市場へ出掛けました。すると、「せっかくロバを連

れているのに、歩いているなんてもったいない」と言われます。父親はなるほどと思い、息子をロバに乗

せます。 

しばらく行くと、別の人から、「若者が楽をして親を歩かせるなんて、ひどいな」と言われます。なる

ほどと、今度は父親がロバに乗り、息子が引いて歩きました。 

また別の人から、「自分だけ楽をして子供を歩かせるとは、ひどい親だ」と言われます。それはそうだ

と、2 人でロバに乗って行きます。すると、「2 人も乗るなんて、重くてロバがかわいそうだ」と言う者

が現れました。それではと、2 人でロバを担いで歩き出しました。 

しかし、不自然な姿勢を嫌がったロバが暴れだし、不運にもロバは川に落ちて流されてしまいました。

親子は、苦労しただけで一文の利益も得られなかった、という物語です。 

学校経営は、付和雷同ではうまくいきません。そうかと言って、独立独歩でもダメです。保護者や地域

の声を真摯に受け止めるとともに、教育の専門職として慎重に判断し、コロナ禍であっても、子供たちの

ために、よりよい教育活動を展開していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 
給食費を２月１６日（月）に振り替えます。年度末のため、２月分、３月分の２ヶ月分を振り替えま

すので、残高不足にならないよう御確認をお願いします。 

なお、ＰＴＡ会費は、２・３月の引き落としはありません。 

 学校生活の様子 

＜体育館で席書会＞ 

○ 子供たちはタブレットの使い方に慣れているようです。どの学級の子供たちも、上手にタブレットを使

いこなして、楽しく学習しています。 

○ １月に席書会を行いました。子供たちは真剣な表情で一文字一文字を丁寧に書き上げていました。今年

度は感染症予防のため、保護者による「校内作品展」の参観は行いませんでしたが、力作ぞろいでした。 

＜タブレットを使った授業＞ ＜力作ぞろいの校内作品展＞ 



 

 
担当 奥田 良英 

 
本校体育館にて開校 30 周年を記念した取組の一つとして、２月17 日より「展覧会」を行います。 
感染症予防対策のため、保護者が可能な限り分散して参観できるよう、例年より鑑賞日を増やすこととし

ました。また、鑑賞の際は各家庭１名ずつとするなど、来校する人数も制限いたします。 
コロナ禍ではありましたが、子供たちは１年を通じて、作品づくりに全力で取り組んできました。当日

は、展示されている作品だけでなく、完成に至るまでに試行錯誤してきた子供の姿など、制作の過程にも思
いを馳せていただければ幸いです。 

また、幼稚園と合同で作品の展示を行いますので、年齢による表現の違いにもぜひ御注目ください。 

２月の予定 

 緊急事態宣言の発令を踏まえ、今年度の「道徳授業地区公開講座」は中止とします。また、「展覧会」は

当初の日程を変更して実施する予定です。 

このほかにも、今後の状況によって、予定を変更する場合があります。 

★印が付いている日は、スクールカウンセラーとの相談ができます。 

★Ｗｅｂによる「保護者アンケート」に御協力いただき、ありがとうございました。今後の学校経営の改善に役立てて参ります

★ 

一人一人の思いをカタチに 


